










































が約 9 万人以上、専門学校生が約 5 万人以上いるので、30 万人のうち、実は大
学の正規課程の留学生の数はそれほど多くはないということですね。正規課程の
留学生はまだ 17 万ぐらいでしょうか。韓国のほうは留学生が、2005 年ごろの
段階ですと 2 万人もいなかったのですが、今は 14 万人になりまして、その 14
万人のうち、8 万、ほぼ 9 万人ぐらいが正規課程なので、9 万対 17 万というこ
となので、割合で言うと、やや韓国のほうが多いかなと思います。
　ところが、韓国ではソウルの主要大学に約 4,000 ～ 5,000 人ぐらいの留学生
が在籍しているようです。日本も、早稲田大学はもう 5,000 人を超えているん
ですけれども、ほかの大学ではそれほど多くはない。立教大学には外国人留学生










これは 1 つの説明ですけれども、ここ 7、8 年ぐらい、学費が凍結されているの
で、大変経営が苦しいと。外国人留学生の枠は定員外となっているので、積極的
な判断として留学生を増やしたということでした。それで成立するんですかと聞
いたところ、60 人プラス 60 人は、大変ですけれど、特に問題はない。梨花女
子大学には大変優秀な中国人が来ているということでした。梨花女子大学は観光
のメッカにもなっていて、中国人の観光客がかなり多いこともあって、梨花女子
大学に憧れて入ってくる学生が多いのだそうです。もちろんいろいろ問題はある
と思うんですけれども、60 人入学定員で、60 人、定員外の留学生を受け入れて、
それが成立しているということを聞いたときに、まだまだ立教大学は序の口だな
と。これからドラスティックな変化というものを予期しながら、いろいろなこと
を考えないといけないかなと思いました。
　大変、そういう意味でも、個人的にも、社会学部の教員としても、国際センタ
ー長としても、いろいろ勉強になるシンポジウムでした。ありがとうございまし
た。（拍手）
○小林　黄先生、どうもありがとうございました。
　これをもちまして、本日のシンポジウムを終了させていただきます。本日は長
時間にわたり、ご清聴いただきましてありがとうございました。
